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付
託
さ
れ
た
議
案
１
件
を
審
査
し
ま

し
た
。

○
議
第
３
号
議
案

 
 

島
原
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護

を
図
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
の
条
例

を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
の
内
容

が
基
本
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

ほ
か
に
参
考
と
し
た
も
の
が
あ
る
の
か
。

被
害
者
が
作
る
条
例
研
究
会
の

書
籍
に
市
町
村
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者

等
基
本
条
例
案
と
し
て
解
説
が
あ
る
。
本

市
が
現
段
階
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
な
が

ら
、
他
市
状
況
や
犯
罪
被
害
者
白
書
を
参

考
に
し
た
。
（
提
出
議
員
答
弁
）

本
市
で
は
実
例
が
あ
る
の
か
。

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
は

あ
っ
て
い
な
い
が
、
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
に
は
、
昨
年
島
原
市
在
住
者
か
ら
延

べ
４
回
相
談
が
あ
っ
て
い
る
。
（
提
出
議

員
答
弁
）

犯
罪
は
範
囲
が
広
い
と
思
う

が
、
ど
の
範
囲
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

犯
罪
に
あ
っ
た
方
が
支
援
を
申

し
出
な
け
れ
ば
発
生
し
な
い
。
申
し
出
の

最
初
の
段
階
で
は
、
電
話
相
談
や
面
接
相

談
で
話
を
聞
き
、
支
援
の
対
象
に
な
る
か

ど
う
か
、
相
談
を
受
け
た
と
こ
ろ
が
判
断

す
る
。
例
え
ば
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

が
、
自
治
体
が
や
る
べ
き
支
援
に
あ
た
る

も
の
で
あ
れ
ば
、
市
に
連
絡
が
あ
り
、
連

携
が
出
来
る
と
思
う
。
最
終
的
に
は
警
察

に
お
い
て
、
判
断
が
さ
れ
る
と
思
う
。
支

援
金
の
と
こ
ろ
で
、
ど
う
い
っ
た
支
援
、

見
舞
金
を
出
す
の
か
と
い
う
こ
と
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
が
、
そ
の
支
給
基
準
、
犯

行
の
認
定
と
い
う
様
な
事
を
警
察
が
行

う
。
（
提
出
議
員
答
弁
）

　

こ
の
ほ
か
、
行
政
側
と
の
す
り
合
わ
せ

等
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
挙
手
採
決

の
結
果
、
原
案
を
否
決
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

委員会活動報告

６月２９日の本会議で付託された議案について、総務委員会（６月
３０日）、教育厚生委員会（７月４日）、予算審査特別委員会（７月６日）
を開き、審査しましたので、その概要をお知らせします。

総  

務    

委
員
会

質
議

答
弁

質
議

答
弁

質
議

答
弁

市議会からのお知らせ

　インターネットで島原市議会会議録と本会議のライブ・録画放送がご覧になれま

す。

　また、市議会の審議内容や市政に対する一般質問の内容などを市民の皆様に広く

お知らせするため、市議会ホームページに会議録を公開しております。

　ことばや発言者など、さまざまな方法で検索できますので、ご活用ください。
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付
託
さ
れ
た
請
願
１
件
を
審
査
し
ま

し
た
。

○
請
願
第
１
号　

　

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
つ
く

る
た
め
の
教
職
員
定
数
改
善
と
学
校

現
場
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
推
進

を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
要
請
に
つ

い
て
の
請
願

　　

教
職
員
の
長
時
間
労
働
是
正
や
定
数
改

善
な
ど
、
地
方
教
育
行
政
の
実
情
や
、
法

改
正
を
踏
ま
え
た
施
策
の
推
進
を
求
め
る

内
容
の
意
見
書
を
国
に
提
出
願
い
た
い
と

い
う
も
の
。

市
役
所
な
ど
の
公
務
員
と
違
っ

て
教
職
員
に
は
時
間
外
勤
務
手
当
の
制
度

が
な
い
が
、
給
与
上
の
措
置
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
７
割
か
ら
８
割
の

教
職
員
が
、
過
労
死
ラ
イ
ン
で
あ
る
１
カ

月
の
時
間
外
労
働
が
80
時
間
と
の
こ
と
だ

が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
勤
務
時
間
の
実
態

を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

教
職
員
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い

ろ
な
形
で
勤
務
す
る
た
め
、
勤
務
時
間
の

把
握
が
困
難
で
あ
り
、
基
本
給
に
４
％
の

特
別
給
を
加
え
る
こ
と
で
時
間
外
手
当
は

な
い
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
勤
務
時

間
の
実
態
把
握
に
つ
い
て
は
、
国
、
県
、

民
間
企
業
の
ベ
ネ
ッ
セ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
機
関
の
デ
ー
タ
が
あ
る
が
、
請
願
内
容

に
あ
る
連
合
総
合
生
活
開
発
研
究
所
の
調

査
報
告
が
最
も
新
し
い
デ
ー
タ
で
あ
り
、

教
職
員
の
７
割
か
ら
８
割
が
、
過
労
死
ラ

イ
ン
で
あ
る
１
カ
月
の
時
間
外
労
働
が
80

時
間
、
ま
た
１
割
が
精
神
疾
患
に
罹
患
し

て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
報
告
さ
れ
て
い

る
。
（
紹
介
議
員
答
弁
）

こ
の
ほ
か
、
本
市
教
員
の
勤
務
実
態
等

に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
挙
手
採
決
の

結
果
、
不
採
択
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

付
託
さ
れ
た
議
案
１
件
を
審
査
し
ま
し

た
。

○
第
45
号
議
案　

　

平
成
29
年
度
島
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
億
３
３
２
７
万

４
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
２
２

８
億
３
１
２
７
万
４
千
円
と
す
る
も
の
。

　

庁
舎
建
設
費
に
つ
い
て
、
新
庁

舎
を
建
設
す
る
時
期
と
、
完
成
す
る
時
期

は
い
つ
か
。

質
議

答
弁

教
育
厚
生 

委
員
会

予
算
審
査
特
別 

委
員
会

質
議

　　

　　　　議会だより 「音声版 ・ 点字版」 の 御案内

　議会の活動状況を市民の皆様にお伝えし、身近に感じていただくため、定例会ごとに年４

回「島原市議会だより」を発行し、市内各世帯に配布しています。

　また、目の不自由な方向けに、音声版、点訳版を、島原声のボランティア「ゆずの会」及

び、島原点訳サークル「がんばっ点！」の皆さんのご協力により、それぞれ発行していま

す。

　　◇音声版、点字版をご希望の方は、福祉課障害福祉班へお申し出ください。

　　　電話 ６３-１１１１　内線 ２７３
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今
回
、
本
体
工
事
の
予
算
を
計

上
し
て
い
る
。
議
決
後
、
入
札
等
を
行

い
、
そ
の
後
、
仮
契
約
の
議
決
を
い
た
だ

い
た
後
、
今
の
予
定
で
は
、
来
年
の
１
月

に
着
工
し
、
平
成
32
年
の
１
月
か
ら
新
庁

舎
で
の
業
務
開
始
と
し
て
い
る
。

入
札
に
関
し
て
は
ど
れ
だ
け
地

元
業
者
を
活
用
で
き
る
の
か
。

予
算
を
提
案
し
て
い
る
段
階
な

の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
煮
詰
め
て
い
な

い
が
、
基
本
的
な
方
針
と
し
て
地
元
で
で

き
る
も
の
は
地
元
で
や
ろ
う
と
い
う
こ
と

を
常
々
言
っ
て
い
る
。

農
業
振
興
費
の
強
い
農
業
づ
く

り
交
付
金
の
事
業
内
容
は
。

担
い
手
農
業
者
が
組
織
す
る
任

意
組
合
が
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、

園
芸
用
施
設
及
び
付
帯
設
備
を
設
置
す
る

事
業
で
あ
る
。
園
芸
用
施
設
は
、
硬
質

フ
ィ
ル
ム
と
い
う
固
い
フ
ィ
ル
ム
で
張
っ

た
ハ
ウ
ス
で
あ
る
。
補
助
率
は
国
が
補
助

対
象
事
業
費
の
２
分
の
１
相
当
額
、
県
が

10
％
、
市
が
10
％
と
な
り
、
残
り
の
30
％

相
当
額
は
事
業
主
体
が
負
担
す
る
。

民
生
費
の
地
域
振
興
基
金
積
立

金
に
つ
い
て
、
基
金
の
残
高
と
、
ど
の
よ

う
な
事
業
に
対
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
の

か
。

基
金
残
高
は
平
成
29
年
４
月
１

日
現
在
で
７
億
７
６
７
９
万
８
０
５
円
と

な
っ
て
い
る
。
基
金
条
例
の
第
１
条
で

は
、
「
地
域
に
お
け
る
福
祉
活
動
の
促

進
、
快
適
な
生
活
環
境
の
形
成
等
を
図
る

た
め
」
と
規
定
し
て
お
り
、
障
が
い
の
あ

る
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
な
ど
に
基

金
の
一
部
を
活
用
し
て
い
る
。

教
育
費
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、
自
治

公
民
館
の
建
設
に
は
、
今
回
は
宝
く
じ
助

成
事
業
を
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
か
に

助
成
事
業
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
宝
く
じ

助
成
事
業
は
、
改
修
で
も
対
象
と
な
る
の

か
。

市
も
自
治
公
民
館
を
新
築
等

す
る
場
合
に
、
補
助
金
制
度
を
設
け
て

い
る
が
、
要
綱
で
補
助
金
の
限
度
額
を

３
０
０
万
円
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
限
度

額
を
、
国
、
県
又
は
そ
の
他
公
共
的
団
体

か
ら
の
補
助
を
受
け
る
場
合
は
そ
の
額
を

含
め
た
額
と
す
る
、
と
定
め
て
お
り
、
今

回
は
市
の
補
助
は
行
わ
な
い
。
宝
く
じ
助

成
事
業
は
新
築
と
大
規
模
改
修
が
対
象
と

な
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
合
併
特
例
債
の
残
高
や

活
用
で
き
る
期
限
等
に
つ
い
て
の
質
疑
や

現
在
、
国
や
県
と
協
議
中
の
起
債
に
つ
い

て
、
庁
舎
建
設
の
財
源
に
有
利
な
起
債

と
な
る
よ
う
な
の
で
、
財
源
に
充
て
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
要
望

が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

質
議

答
弁

質
議

答
弁

答
弁

質
議

答
弁

質
議

答
弁

　　　　　庁舎（別館）の解体工事の様子

　
平成２９年４月
臨時会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２９年４月臨時会が４月１９日に招集され、１日

　　　　　　　　　　　　　間の会期で開きました。

　提出された議案は、島原市税条例の一部を改正する条例、島原市都市計画税条例の

一部を改正する条例、島原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例、過疎地域自

立促進特別措置法による島原市固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する

条例で、委員会付託を省略し、いずれも原案どおり可決しました。

　　　　　　　新庁舎のイメージ図


